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インタビュー

多様化する時代に建築家はどう対応すべきか ⑴
職能を広げれば建築家はより高付加価値の住空間を生み出せる

建築家の職能はつくり方のデザインから
使い方のデザインへ

私たちブルースタジオの活動には2つの基本的な理念があり
ます。1つは建築家の職能の変化です。建築家の果たすべき
役割は、時代の変化によって今までにない側面が生まれてき
ています。これまで建築家の職能が“つくり方のデザイン”を
中心に担ってきたとすれば、これからの職能はむしろ“使い方
のデザイン”を担うことになる、それが建築家の職能のパラダ
イムシフトであると考えています。
不動産の使い方のデザインを建築家の職能の第一義とする

と、対峙するプロジェクトに採るべき手段は新築、建替えとい
う選択肢以外にも既存活用や用途変更あるいは増築・改築と
いう可能性も生まれてくる。今まではゼロベースでそこに何か
をつくる新築が前提でしたが、これからの人口減少社会では
その前にまず使い方ありきでつくることを考えるようになるの
ではないかと考えています。
私たちのもう1つの理念は「物語のデザイン」です。物語と
いう言葉の背景には「物件」という言葉があります。物件と物
語はどちらも漢字2文字の言葉ですが、物の後に「件」が来る
のか「語」が来るのかの違いです。「物件」という言葉は建物
や不動産、建築を取り巻く言葉の中では非常に頻繁に口にさ
れる言葉です。これは建築家だけでなく建設業者や不動産業
事業者、生活者、金融機関もそうですし、インテリアの空間
もそうです。建築・不動産に関わる人たちは「物件」という言
葉を非常に頻繁に使います。
この物件という言葉を使う人たちの職能は多岐にわたります
が、それぞれの人が頭に描いている「物件の価値」は皆違う方
向を見ていることが多いと思います。
一番身近な生活者にとって物件の価値は「生活の価値」その
ものです。例えば、賃貸住宅を探している人は、自分の暮らし
を夢見ながら探しに行きます。ところがそれが事業用の建物に
なれば途端に不動産商品に変わり、不動産事業者からすると物
件の価値は「商品価値」になります。また、それを設計した建
築家の立場からすると、すべての建築家がそう思っているわけ

若い世代を中心に多様な住まい方の模索が進んでいる。そうしたなかで建築の枠を超えて不動産や金融と価値観を分かち
合いながら協働し、多様化する住まい方にふさわしい住宅を提供している集団がある。これからの建築家の職能のあり方
や他業種との協働の仕方などについて、ブルースタジオの大島芳彦氏に2回にわたって話を伺った（編集部）
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ション住宅推進協議会理事副会長。一社）HEAD研究
会理事、リノベーション・タスクフォース委員長。
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ではありませんが「作品価値」になります。さらに、これが賃
貸用ではなく分譲住宅の場合は、生活者は金融機関の融資を
受ける必要があるので、物件情報を金融機関に持ち込むと金
融機関は物件の査定を行い「担保価値」があるかを見ます。
このように、生活の価値、商品価値、作品価値、担保価値
というように、立場が違えば建築に対する価値は多様で異なり
ます。これが物件という言葉のトリックであり落とし穴かもしれ
ません。皆同じ方向を向いて同じ価値を追求しているつもり
が、実は違う方向を見ていることが多いのです。こうした1つ

の領域だけの価値を追求するような、周りとの関係性を持た
ないような概念は実は非常に損をしています。社会における
物件は社会の中の一部であり、社会との関係性そのものに価
値があるのが本来の姿ですから、1つの価値を追求するだけ
ではその価値が最大化されないのです。
そこで、皆が同じ方向を向くためには物件という言葉を使っ
ている業種ごと、隣の業界の言語で物件を語ってみれば、連
携を図れることがもっとあるのではないか。そこに「物語」が
生まれる。それが私たちの基本的な考えであり、社会に対す
る基本的な問いかけです。
物語にはキャストとスタッフがいてステージがあり、そして
シナリオがありそこに時間が流れています。さまざまな要素が
混然一体となっているので、これを物語にするためにはプレー
ヤーが同じ方向を向く必要があります。私たちの考える「物語」
の取り組みは、こうしたさまざまなプレーヤーのネットワーク
を構築し、それぞれの価値を最大限に引き出すことです。

職域や職能の境界を曖昧にして
コモンやパブリックを復活させる

建築は社会的な産物ですし、荒野で自分の身を守るために
建てたものは建築ではありません。特に日本の農耕社会にお
いては村社会があり群れをなして生活する生き物だとすれば、
建築は本来、社会性を持った存在であったはずです。それが
本来なら今でも関係性を人間と社会の間に持っていなければ
ならないのですが、明治維新以降に導入された私有財産制度
によって少なからず破壊されたと考えています。
私有財産制度は民主主義の賜物であり、非常に素晴らしい
考え方でした。ただし弊害もあり、今は「公共」と「私」、オフィ
シャルとプライベートがあまりにも分裂してしまっています。

これは本来の正しいあるべき姿ではなく私と公の間に「共」が
あるべきです。公と共は別のものとして考えなければいけな
いのです。
プライベートとオフィシャルは私と公で、「共」は「コモン」や

「パブリック」です。コモンやパブリックの要素は、実はプライ
ベートも担える領域です。例えば、ヨーロッパには貴族文化が
ありますし代々の資産家もいます。フランスには「ノブレス オ

ブリージュ」（noblesse oblige）という「高貴なる者に伴う義
務」という言葉があるくらいで、オフィシャルや行政とは違う持
てる者としての私がいて、社会的な責務を果たしています。こ
の思想はイギリスではパブリックパークの発祥となり、公園を
公がつくるのではなく貴族が自分の館を公に開放したのです。
イギリスにはよく知られるパブがたくさんありますが、別に
役所が運営しているわけではありません。役所が運営するのは
「コモン」です。多くの人が集うための酒場ですがコミュニケー
ションの場でもあり、それがパブの役割です。公共性の一部
を担う「共」の存在は私でも担えるし、オフィシャルな「公」も
担える2つの交点に当たるものなのです。
今、日本の社会ではそうしたパブリックマインドを持った「私」

というものがどんどん薄れてきています。また、オフィシャル
な立場で、プライベートな気持ちを理解し、歩み寄りながら健
全な都市経営や地域経営ができるオフィシャルがどれだけいる
でしょうか？　税金をどう消費するかしか考えていないないの
がオフィシャルの今の姿です。
でも、本来のオフィシャルの姿は、経営を任されている人た
ちですから、税金は消費ではなく“運用”しなければならない
のです。
これもそれぞれの役割分担を明確にし過ぎたために「間」や

「交点」が失われた。こうした境界を明らかにしようとしてきた
のがこれまでの社会ですが、その領域の職域や職能をもっと
重ね合わせていくべきではないか。そうした交点にこそ、私
たちが忘れてきたものや、あるいはこれからの可能性が秘め
られているとのだと思います。
これは建築家、不動産事業者、金融機関関係者、保険業者
など、物件に関わる領域の境界をもっと曖昧にしていく、それ
ぞれの職域や職能を広げていくことで新たなビジネスチャンス
や社会が求めていた新たな答えが見出せるのではないかと私
たちは考えています。

「住」も「衣」や「食」のように
連携プレイで高付加価値を生み出す

暮らしに欠かせない要素として「衣」「食」「住」が取り上げら
れますが、このうち「衣」と「食」の世界に関しては、それぞれ
の価値の交点における連携プレイが非常によく取れていると感
じます。
「食」は高付加価値なビジネスです。同じ材料を使っても魚

1匹が数百円から銀座の高級寿司店に行けば一切れ何千円に
もなります。それは異なる業種同士の連携プレイがあるから
で、そこに一貫性がある高付加価値が生まれるのです。寿司
屋の親方は魚を握るだけではなく、生産地や市場にまで足を
運んで良い魚を見分ける目を持っています。それから自分の
寿司を提供する場所を、どういうお客さんをターゲットにして
どういう空間で、例えばお客さんと会話をするための設えや、
音楽、照明、什器、花器などにも配慮しながら世界観に一貫
性を持たせて、その全てをお客さんに提供することで魚が高
付加価値を持つようにしています。
同様に「衣」の世界においても、単に布地にデザインを施す
だけでは限界があるので、ブランド戦略が大事になります。ど
ういう流通経路でどういう場所で誰が売るか、どういうタイミ
ングで売るのを止めてセールのタイミングをはかるなどさまざ
まなことをします。そうした多元的な要素をコントロールする
ことで一貫性を持たせ、高付加価値の商品を生み出していま
す。とくにファッションの世界においては、その職能はクリエ
イティブディレクターでありデザイナーであることが多く、単
なる洋服のデザインだけでなくすべてを司るディレクターの能
力も重要になります。
一方、「住」はどうでしょう。衣や食のように建築や不動産で
一貫性を司る職能がありません。だからどれだけ建築家が頑
張って素晴らしい建築を生み出しても、不動産業者や金融機
関が違う尺度ではかるから自ずと限界があります。住も衣と食
と同じくらい高付加価値を生み出すことが建築家や不動産事
業者にできるのかと問われれば、それにも限界があります。
それは衣や食のように非耐久消費財ではなく、資産であって
本来は耐久消費財でもないからです。
そうはいっても、連携プレイがあまりにも図られていないの
が現状です。それが、私たちが長年持ち続けてきた問題意識
であり、「建築家の職能はもっと拡張するべきである」という
根底的な考えです。

バブル景気の崩壊で
建築家は新たなマーケットを獲得した

その建築家の職能を拡張する絶好のチャンスがやってきまし
た。2000（平成12）年は「不動産証券化元年」と言われてい
ます。Jリートが取引市場に上場した最初の年です。不動産の
証券化は、私の目から見ると非常に健全な姿でした。それ以
前の80年代から90年代はじめのバブル崩壊までの不動産の
価値は、建物はどうでもよい時代で「土地至上主義」や「土地
神話」と言われた時代です。何もしなくても必ず値段が上がる
と言われた土地に対して盲目的に投資をしたのが80年代から
90年代前半で、バブルそのものでした。
土地の値上がりがあそこまで激しいと、建物が何であろうが
収益の根源は土地価格の値上がり分の差益です。ヘンな建築
をつくられるよりは、更地のままで取引する方が価値のあった
時代ですが、税制上は建物が不動産評価額を落とすことがで
きるので、仕方なく建物をつくった極めて不経済で不健康な
時代でした。
そんな時代が終わりやっと健全な時代が到来しました。健全
なとは土地の値段が上がらないこと、むしろ下がる時代のこと
です。土地が上がらず下がることがベースなら、上物である
建築に価値を求めなければなりません。そして上物が社会に
求められるもの、高収益なもの、その土地と建物の組み合わ
せが不動産価値を高める時代に変わったのです。
不動産の証券化とは収益性を価値の根源に置くことですか

ら、これ以上に健全なことはありません。ですから、不動産
証券化元年は、私の思いからすれば建築家がやっと自分たち
の力を発揮できる時代になったということなのです。
その収益性の根源を担うマーケットと生産者の条件が整い、
建築家はさらに自分の職能を評価してくれる強力なマーケッ
ト、作品価値を最も高く取引してくれる小さくても濃度の濃い
マーケットを持ってさえいれば、不動産の証券化の考え方に極
めて合致するはずです。金融機関や不動産事業者がリストを
基に現地も見ずに行っている評価制度は、取れる賃料に限界
があるので利回りにも限界があります。
そこで私たちが試みたのは、「新しいマーケットをつくるこ

と」です。それは小さくても確実に「自分たちの建築に住みた
い人たちのマーケットを取り込んでいくことでした。（談）
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